
専任教員の研究業績、社会的活動等の調書 

 

学科 看護学科 職名 助教 氏名 嶋田 純 

 

Ａ 教育情報 

専門分野 小児看護学 学位又は資格 修士（看護学） 

所属学会 
日本看護協会 北海道看護協会 日本小児看護学会 日本小児保健協会  

日本子ども虐待防止学会 

主な業績等 

著書・学術論文・学科発表・その他の活動 

名称等 発行所、発表雑誌又は発表学会等の名称 

＜著書＞ 

・さまざまな場面でのプレパレーション採 

血・点滴の場 

・小児の在宅療養を支える「在宅支援に取り 

組む会」発足（単著） 

・育て、ひとつぶの種（共著） 

 

・小児看護ケアモデル実践集 

第Ⅲ章 簡易版ケアモデル実践 

１．Ｂ.ケアモデル実践例（共著） 

・看護 10 ストーリー輝くいのちの宝石箱（共

著） 

・看護師による発達段階に応じた理解への支 

 援 

～思春期のインフォームド・コンセント実

践例～（共著） 

＜論文＞ 

・幼児後期の子どもが予防接種を受ける直前 

に示す同意のサインと看護（修士論文） 

＜学会発表＞ 

・病院ごっこコーナーの試み 

 

・医療ネグレクトがある世帯への地域の機関

と連携した関りと母の変化 

・学校と連携して吸入療法を行った精神発達

地帯のある喘息の 1 例 

・成長ホルモン自己注射導入直後の子どもの

保護者に対する支援の検討 

・成長ホルモン療法を受ける家庭の実態調査 

 

・幼児後期の子どもが予防接種を受ける直前

に示す同意のサインと看護 

＜著書＞ 

・小児看護,31(5) 平成 20 年 5 月 

 

・看護と介護,37, 平成 23 年 4 月 

 

・重症児・者の在宅支援に取り組む会 平成 24

年 3 月 

・へるす出版 平成 24 年 7 月 

 

 

・株式会社 本の泉社 平成 26 年 3 月 

 

・日総研 

子どもと家族のケア.2020 年 6・7 月号 

令和 2 年 6 月、7 月 

 

＜論文＞ 

・札幌市立大学大学院看護学研究科博士前期課

程 令和 2 年 3 月 

＜学会発表＞ 

・第 55 回日本小児保健学会（札幌市）平成 20

年 9 月 

・北海道看護協会札幌第 3 支部看護協会研究発

表会（札幌市）平成 28 年 7 月 

・第 12 回全日本民医連小児医療研究発表会（東

京都）平成 26 年 9 月 

・第 12 回全日本民医連看護介護研究交流集会

（青森市）平成 26 年 10 月 

・第 16 回全日本民医連小児医療研究発表会（高

松市）平成 27 年 9 月 

・日本小児看護学会第 30 回学術集会 令和 2 年

6 月 



 

Ｂ 令和 4 年度(令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月)における専任教員の研究業績等 

 １ 研究業績他の概要 

研究業績 国際的活 

動の有無 

社会的活 

動の有無 
備考 

著作数 論文数 学会等発表数 その他(資料等印刷物) 

0 0 0 0 0 0 0 

  

２ 研究業績 

名称等 発行所、発表雑誌又は発表学会等の名称 

  

 

３ 国際的活動 

期間 活動内容 摘要 

 

 主催者： 

開催等： 

規模等： 

４ 社会的活動 

活動区分 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

学会及び国レ

ベルの教育機

関関係の役員

受託 

自治体から、

各 種 審 議 会

等 委 員 の 受

託 

自治体など各

種団体から、

講演会の講師

依頼受託 

学会以外、研

究会などでの

講演の講師依

頼受託 

他の高等教育

機関から、講

師としての協

力受託 

その他 (外部

委員、団体支

部役員など )

の受託 

 0 件   0 件  0 件  0 件  1 件  1 件 

活動区分(番

号) 

期間 内容 

5 令和４年 4 月～令和 5 年 3 月 
指定保育士養成子ども學舎非

常勤講師 

6 平成 22 年４月～現在に至る 

「重症心身障がい児・者の在

宅疎遠に取り組む会」事務局

員 

   

   

   

   

   

   

 


